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本
年
２
月
20
日
、
国
分
中
央

高
校
の
松
下
選
手
が
鹿
児
島
市

役
所
前
に
右
手
を
上
げ
て
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
。
県
下
一
周
駅
伝
、

姶
良
チ
ー
ム
総
合
優
勝
の
瞬
間
で
し
た
。
ま
た

１
月
末
の
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
大
会
で
も
、

姶
良
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
男

女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
は
２
年
連
続
で
の
快
挙
で

す
。
姶
良
地
区
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
た
姶
良
チ
ー
ム
の
選
手
や

コ
ー
チ
ス
タ
ッ
フ
に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。大
会
そ
の
も
の
は
、女
子
は
１
日
だ
け
、

男
子
は
５
日
間
で
す
が
、
春
先
か
ら
の
定
期
的

な
合
同
練
習
、
年
複
数
回
の
強
化
合
宿
な
ど
を

含
め
、
各
選
手
の
毎
日
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
成
績
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
私
も
28
回
大
会
か
ら
連
続
16
年
間
、
ス
タ
ッ

フ
の
一
員
と
し
て
経
験
し
ま
し
た
。
大
会
で
の

選
手
配
置
や
移
動
方
法
の
計
画
づ
く
り
、
出
走

時
間
を
逆
算
し
て
の
朝
食
の
準
備
、
期
間
中
の

監
察
車
の
運
転
な
ど
、
今
で
は
懐
か
し
い
思
い

出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
応
援
や
大
会
運
営
な
ど

多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
大
会
だ
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
番
の
願
い

は
、
こ
の
姶
良
チ
ー
ム
の
活
躍
ぶ
り
を
見
て
、

多
く
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
走
る
こ
と
に

関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、
彼
ら
に
続
く
選
手

が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。   

（
阿
多  

己
清
）

　
議
長
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
、
平
成
31
年
２
月
18
日
の
本
会

議
に
お
い
て
、
新
た
な
議
長
・
副
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。
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常任委員会

◎
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員
長

　

 

○
副
委
員
長

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（☎  64－0922）にお問い合わせください。

次回 6月定例会予定

霧島市議会 検 索霧島市議会の詳しい情報は、「霧島市議会のホームページ」をご覧ください。
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議
長
に
下
深
迫
孝
二
氏

副
議
長
に
木
野
田
誠
氏
を
選
出

昭和47年、霧島市横川町生まれ。鹿児島大学在学中に頸椎頸髄(首の骨と神経)損傷により四肢麻痺(手も足も

動かない)となる。二年間の入院を経て大学に復学し、平成10年に大学を卒業。平成12年から口で絵を描き始

める。平成19年、日本肢体不自由児(者)の美術展にて入賞。角川書店より画集「一筆の旅路 ～口で描いた心

の景色～」の発刊。また、毎年作品をカレンダーとして販売している。

　私は、霧島市横川町上ノの古城地区という集落に住んで
います。急激な過疎化、少子高齢化により、空き家と高齢
者ばかりのいわゆる「限界集落」です。そして、周りを見
渡してもそのほとんどが同じような集落ばかりです。それ
でも私は、霧島市が、横川町が、古城地区が好きです。田
舎ならではの人との繋がり。自然との共生。ゆっくりとし
た時間の流れ。そんな魅力を残しながら利便性を向上させ
れば、限界集落の“限界”を取り除くことができるのでは
ないかと思います。そこで、市議会議員がリーダーとな
り、その土地ならではの特性を生かした「まちおこし」の舵を取って頂きたい。そして、限界集落のまま
でも住民が安心していきいきと暮らせるようなまちづくりをお願いしたいと思います。
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